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アルバイトタイムスの声をお届けします !

グループの経営資源を最大限活用し、 
収益の拡大を図る。

垣内社長が語るFeature



は
じ
め
に

株
主
の
皆
さ
ま
に
は
、平
素
よ
り
格
別
の
ご
支
援
及
び
ご
厚
情
を
賜
り
、心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。２
０
１
３
年
２
月
期
第
２
四
半
期
連
結
累
計
期
間
の
事
業
概
況

及
び
当
社
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

グループの経営資源を 
最大限活用し、 
収益の拡大を図る。

代表取締役社長

垣内社長が語るFeature
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基
本
戦
略
の
推
進
に
よ
り
大
幅
な
増
収
増
益
を
達
成

0

500

1,000

1,500

2,000

2Q1Q4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

媒体別求人広告件数（全国）
（千件）

■ チラシ　■ 無料誌　■ 有料誌　■ インターネット

出所：（社）全国求人情報協会資料より当社作成

2011年2月期 2012年2月期 2013年2月期

ビ
ス
を
拡
大
し
た
取
組
み
を
展
開
し
ま

し
た
。

８
月
に
は
、正
社
員
の
転
職
・
就
職

サ
イ
ト『
Ｊ
Ｏ
Ｂ（
ジ
ョ
ブ
）』（
詳
細
は

７
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）の
オ
ー
プ
ン
や『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ

Ｔ
』の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、新
た
な

顧
客
層
の
獲
得
と
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便

性
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、静
岡
県
に
お
け
る
求
人

需
要
の
回
復
に
よ
り
、主
力
商
品
で
あ

る『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』及
び『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ

Ｔ
』の
販
売
が
好
調
に
推
移
し
た
こ
と

（
ド
ー
モ 

ネ
ッ
ト
）』の
提
供
で
培
っ

た
顧
客
・
流
通
網
・
読
者
・
ユ
ー
ザ
ー

と
い
っ
た
資
産
を
有
効
活
用
し
、既
存

顧
客
向
け
に
従
来
の
求
人
広
告
以
外

の
商
品
を
提
供
す
る
な
ど
、地
域
に
密

着
し
た
展
開
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

し
た
。

ま
た
、静
岡
県
内
企
業
と
求
職
者
と

の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
改
善
す
る
た

め
、静
岡
県
内
及
び
首
都
圏
地
域
で
の

事
業
資
産
を
活
か
し
、行
政
や
大
学
な

ど
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、求

人
広
告
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
材
サ
ー

当
第
２
四
半
期
連
結
累
計
期
間
に
お

け
る
わ
が
国
経
済
は
、復
興
需
要
な
ど

を
背
景
と
し
て
緩
や
か
な
が
ら
も
景

気
に
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、

欧
州
債
務
危
機
に
伴
っ
た
世
界
景
気
の

さ
ら
な
る
下
振
れ
な
ど
に
よ
る
先
行

き
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

求
人
広
告
市
場
に
つ
い
て
は
回
復
基

調
に
て
推
移
し
て
お
り
、媒
体
別
に
見

る
と
、と
り
わ
け
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に

お
い
て
大
き
く
改
善
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
は
、静
岡
県
に
お
い
て
は
有

効
求
人
倍
率
の
改
善
傾
向
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、８
月
の
有
効
求
人
倍
率
は

前
月
を
下
回
る
な
ど
、雇
用
環
境
に
悪

化
の
懸
念
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
当
社

グ
ル
ー
プ
で
は
、戦
略
地
域
で
あ
る
静

岡
県
に
お
い
て
強
固
な
事
業
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
に
、主
力
商
品
で
あ
る

求
人
情
報
誌『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ（
ド
ー
モ
）』、

求
人
情
報
サ
イ
ト『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
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百
万
円
、
四
半
期
純
利
益
は
同
２
０

２
・
１
%
増
の
４
億
５
千
７
百
万
円
と

大
幅
な
増
益
を
達
成
し
ま
し
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
別（
セ
グ
メ
ン
ト
間
の

内
部
取
引
消
去
前
）で
見
る
と
、当
社

グ
ル
ー
プ
の
主
力
商
品
で
あ
る
求
人
情

報
誌『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』の
発
行
及
び
求
人

情
報
サ
イ
ト『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
』の

運
営
・
販
売
、ま
た
そ
の
他
に
、主
力

商
品
で
築
い
た
顧
客
に
対
す
る
Ｓ
Ｐ
広

告
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
情
報
提
供
事

業
で
は
、静
岡
県
に
お
け
る
求
人
需
要

の
回
復
に
よ
り
、『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』及
び

『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 
Ｎ
Ｅ
Ｔ
』の
販
売
が
好
調

に
推
移
し
た
結
果
、売
上
高
は
前
年
同

四
半
期
35
・
１
%
増
の
16
億
８
千
万

円
、セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は
同
48
・
４
%

増
の
６
億
６
千
万
円
と
増
収
増
益
と
な

り
ま
し
た
。

子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
リ
ン
ク
が

行
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
取
次
な
ど

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
販
促
支
援
事
業
で

は
、中
京
・
関
西
地
域
に
お
い
て
新
規

案
件
の
獲
得
が
進
ん
だ
こ
と
、地
域
に

密
着
し
た
狭
域
型
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
お
け
る
顧
客
獲
得
が
順
調
に
進
ん

だ
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
売
上
高
は
同

７
・
０
%
増
の
３
億
４
千
８
百
万
円
、

セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は
同
20
・
３
%
増
の

５
千
１
百
万
円
と
増
収
増
益
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
他
事
業
で
は
、当
社
グ
ル
ー
プ

の
資
産
で
あ
る
、顧
客
・
流
通
網
・
読

者
・
ユ
ー
ザ
ー
の
活
用
を
前
提
と
し
た

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
こ

と
で
、よ
り
強
固
な
事
業
基
盤
の
構
築

を
図
っ
て
い
ま
す
。当
第
２
四
半
期
累

計
期
間
は
、静
岡
県
か
ら
緊
急
雇
用
創

出
事
業
に
関
す
る
案
件
を
受
託
す
る
な

ど
、行
政
と
の
連
携
を
強
化
し
、求
人

広
告
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
材
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
し
た
取
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、そ
の
他
事
業
の
売

上
高
は
同
35
・
４
%
減
の
９
千
５
百
万

円
と
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、セ
グ
メ

ン
ト
利
益
は
前
年
同
四
半
期
の
３
千
８

百
万
円
の
損
失
か
ら
１
百
万
円
と
黒
字

転
換
し
ま
し
た
。

決算ハイライト （百万円） 2012年2月期
（第2四半期累計）

2012年2月期
（通期）

2013年2月期
（第2四半期累計）

売上高 1,705 3,774 2,112

　情報提供事業 1,243 2,832 1,680

　販促支援事業 325 663 348

　その他事業 147 301 95

　調整額 △11 △23 △12

経常利益 190 422 414

四半期（当期）純利益 151 389 457

営業活動によるキャッシュ・フロー 301 754 354

な
ど
に
よ
り
、売
上
高
は
前
年
同
四
半

期
比
23
・
９
%
増
の
21
億
１
千
２
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
売
上
原
価
は
同

６
・
０
%
増
の
７
億
６
百
万
円
、販
売

費
及
び
一
般
管
理
費
は
、人
件
費
・
広

告
宣
伝
費
な
ど
が
増
加
し
た
た
め
、同

16
・
３
%
増
の
９
億
９
千
１
百
万
円
と

な
り
、営
業
利
益
は
同
１
２
２
・
８
%

増
の
４
億
１
千
３
百
万
円
、経
常
利
益

は
同
１
１
７
・
８
%
増
の
４
億
１
千
４
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２
０
１
３
年
２
月
期
の
基
本
戦
略
の
進
捗

「
展
開
地
域
で
の
競
争
力
強
化
」と

「
収
益
基
盤
の
拡
大
」

複数の企業が参加し、正社員向
けにそれぞれの企業の情報を
提供するサービスです。

顧客の再来店・固定化を促進す
る携帯販促システムです。

「
展
開
地
域
で
の
競
争
力
強
化
」と

「
収
益
基
盤
の
拡
大
」の
進
捗
に
つ
い
て

は
、戦
略
地
域
で
あ
る
静
岡
県
に
お
い

て
強
固
な
事
業
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
層
か
ら
正

社
員
層
ま
で
拡
大
し
た
取
組
み
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
し
た
。
８
月
に
は『
Ｄ

Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
』正
社
員
版
で
培
っ
た

実
績
を
も
と
に
、静
岡
県
と
名
古
屋
に

お
い
て
転
職
・
就
職
サ
イ
ト『
Ｊ
Ｏ
Ｂ
』

（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
ま
た
、継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

「
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ア（
旧
名
称
：
正
社
員
向

基
本
戦
略

・
既
存
事
業
に
お
い
て
安
定
的
・
恒
常
的
に
利
益
を
創
出
す
る

・
資
産
を
有
効
活
用
し
た
新
規
事
業
に
よ
っ
て
成
長
戦
略
を
描
く

・ 

当
社
グ
ル
ー
プ
の
理
念
を
根
付
か
せ
、自
立
し
た
企
業
風
土
へ
と 

変
革
す
る

け
合
同
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
）」は
、静
岡

県
で
は
十
分
認
知
さ
れ
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
イ
ベ
ン
ト
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、飲
食
店
向
け
Ｓ
Ｐ
広
告
の
販

売
に
つ
い
て
は
、モ
バ
イ
ル
を
活
用
し

た
顧
客
獲
得
と
リ
ピ
ー
ト
促
進
ツ
ー

ル『
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ（
ハ
ン
ジ
ョ
ー

モ
）』を
販
売
し
、求
人
情
報
以
外
の
商
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「
収
益
構
造
の
改
善
」と「
組
織
力
の
向
上
」

「
収
益
構
造
の
改
善
」の
進
捗
に
つ
い

て
は
、Ｂ
Ｐ
Ｒ（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
・

リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）を
推
進
し
、

生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。営

業
場
面
で
の
受
注
プ
ロ
セ
ス
と
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
原
稿
処
理
プ
ロ
セ
ス

を
抜
本
的
に
見
直
し
、ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
用

い
て
効
果
的
に
生
産
性
を
高
め
る
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
組
織
力
の
向
上
」の
進
捗
に
つ
い
て

は
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

階
層
別
・
職
種
別
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
対
し
て
、業
務
に
則
し
た
実
践

的
な
能
力
開
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

品
の
販
売
を
継
続
し
て
手
掛
け
る
こ
と

で
、当
社
グ
ル
ー
プ
の
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、ペ
ッ
ト
関
連
情
報
サ
ー

ビ
ス『
ワ
ン
ダ
フ
ル
ス
タ
イ
ル
』の
提
供

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

前
期
ま
で
散
発
的
に
実
施
し
て
い
た
地

域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
イ
ベ

ン
ト『
Ｄ
Ｏ
Ｇ
フ
ェ
ス
タ
！
』を
定
期

的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
発
行
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
）の
構
築
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に

ま
で
拡
大
し
、事
業
ベ
ー
ス
で
提
供
し

て
い
く
取
組
み
で
す
。
今
後
も
、地
域

社
会
や
地
域
生
活
者
に
対
し
て
魅
力
あ

る
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
展
開
す

る
こ
と
で
、競
争
力
と
収
益
基
盤
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、個
々
の
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、事
業
運
営
を
担
え
る
人
材

の
育
成
に
取
り
組
み
、組
織
力
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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当
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、緩
や
か
な
が
ら
も
採
用
意
欲

は
回
復
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、引
き
続

き
欧
州
債
務
危
機
に
伴
っ
た
世
界
景
気

の
下
振
れ
な
ど
、景
気
を
下
押
し
す
る

リ
ス
ク
が
存
在
し
て
い
ま
す
。雇
用
情

勢
に
つ
い
て
は
、静
岡
県
に
お
い
て
は

有
効
求
人
倍
率
の
改
善
傾
向
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
が
、８
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
前
月
を
下
回
る
な
ど
、雇
用
環
境

に
悪
化
の
懸
念
が
出
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、人
材
サ
ー
ビ
ス
関
連
の
マ
ー
ケ
ッ

２
０
１
３
年
2
月
期
の
見
通
し

ト
の
変
化
や
価
格
・
サ
ー
ビ
ス
競
争
が

熾
烈
化
す
る
中
に
お
い
て
は
、当
社
グ

ル
ー
プ
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
差
別
化

し
、求
職
者
と
顧
客
双
方
の
支
持
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、当
社
グ
ル
ー

プ
は
２
０
１
３
年
２
月
期
の
基
本
戦
略

の
も
と
、引
き
続
き
地
域
に
お
け
る
人

材
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力
強
化
、既
存
商

品
に
加
え
新
た
な
商
品
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
る
収
益
基
盤
の
拡
大
、コ
ス
ト

競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
る
収
益

構
造
の
改
善
、自
立
人
材
の
育
成
や
事

業
推
進
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
を
図
る
こ
と

に
よ
る
組
織
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

２
０
１
３
年
２
月
期
の
連
結
業
績
予

想
に
つ
い
て
は
、
売
上
高
は
前
期
比

12
・
６
%
増
の
42
億
５
千
万
円
、営
業

利
益
は
同
50
・
４
%
増
の
６
億
２
千
８

百
万
円
、経
常
利
益
は
同
49
・
０
%
増

の
６
億
３
千
万
円
、当
期
純
利
益
は
同

68
・
９
%
増
の
６
億
５
千
８
百
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

通期業績の見通し

連結売上高 （百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2011年
2月期

2012年
2月期

2013年
2月期（予想）

前期比

12.6%増加

連結営業利益 （百万円）

0

250

500

750

1,000

2011年
2月期

2012年
2月期

2013年
2月期（予想）

前期比

50.4%増加
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当
社
グ
ル
ー
プ
は
中
長
期
的
な
企
業

の
競
争
力
強
化
と
成
長
力
の
維
持
を
可

能
と
す
る
投
資
を
最
優
先
事
項
と
捉
え

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、内
部
留
保
金

な
ら
び
に
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
に
つ
い
て
は
、新
規
事
業
向
け
を

中
心
と
し
た
投
資
に
充
当
し
、グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
さ
ら
な
る
成
長
を
図
り

ま
す
。

一
方
で
、株
主
の
皆
さ
ま
に
対
し
て

は
、連
結
業
績
に
連
動
し
た
利
益
配
分

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、連
結
当
期

純
利
益
の
30
%
を
目
途
に
配
当
を
行
う

方
針
で
あ
り
、２
０
１
３
年
２
月
期
の

配
当
に
つ
い
て
は
、１
株
当
た
り
５
円

の
期
末
配
当
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、機
動
的
な
資
本
政
策
の
遂
行

を
可
能
と
す
る
た
め
、そ
し
て
株
主
の

皆
さ
ま
へ
の
利
益
還
元
を
図
る
た
め
、

２
０
１
２
年
４
月
11
日
か
ら
５
月
11

日
に
か
け
て
自
己
株
式
を
１
５
１
万
３

千
６
百
株
取
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

２
０
１
２
年
10
月
11
日
か
ら
２
０
１

３
年
１
月
25
日
ま
で
の
間
に
上
限
60
万

株
主
還
元
に
つ
い
て株

、１
億
円
の
自
己
株
式
の
取
得
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
今
後
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、グ
ル
ー
プ
の
経
営
資
源
を
最
大
限

活
用
し
、収
益
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。株
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



静岡の求人・転職・就職情報
http://job.atimes.co.jp/shizuoka
名古屋の求人・転職・就職情報
http://job.atimes.co.jp/nagoya

7

正
社
員
の
転
職
・
就
職
サ
イ
ト

『
Ｊ
Ｏ
Ｂ
』を
オ
ー
プ
ン

『
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 
Ｎ
Ｅ
Ｔ
』正
社
員
版（
静

岡
県
で
の
正
社
員
求
人
案
件
掲
載
件
数

Ｎ
ｏ
・
１（
※
自
社
調
べ
））で
培
っ
た

実
績
を
も
と
に
、静
岡
と
名
古
屋
に
お

い
て
転
職
活
動
中
の
社
会
人
・
就
活
中

の
学
生
ま
で
、幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー
向
け

の
サ
イ
ト
と
し
て
新
た
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
求
職
活
動
Ｆ
Ａ
Ｑ
集
」

「
応
募
書
類
作
成
術
」「
転
職
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
活
用
し
た
転
職
活
動
」な
ど

お
役
立
ち
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
て

い
く
な
ど
、随
時
、魅
力
的
な
サ
イ
ト

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

転職・就職サイト『JOB』の特長

特長1
飲食・販売・サービス系から営業系、事務・企画系、技
術系専門職など、様々な職種で多くの紹介事例があり
ます。

特長2
応募数及び採用数UPにつながるオプション（専用バ
ナーの設置など）が豊富に用意されています。

特長3
ユーザー向けには「地図から探す」「一発検索」など、検
索メニューの追加や検索条件の保存機能、新着メール、
レコメンド機能など、便利な機能を追加しています。

特長4
スマホ版、携帯版、PC版の全メディアへの掲載により、
求職者に漏れなく訴求することが可能です。
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連結財務諸表

四半期連結損益計算書 （単位：百万円）

当第2四半期
累計

2013年2月期

前第2四半期
累計

2012年2月期
前年同期比

売上高 2,112 1,705 406
売上原価 706 667 39
　印刷費 256 201 54
　労務費 129 120 8
　減価償却費 41 64 △23
　その他 280 280 △0
売上総利益 1,405 1,038 367
販売費及び一般管理費 991 852 139
　人件費 571 500 70
　広告宣伝費及び販売促進費 125 59 65
　流通費 45 44 1
　減価償却費 30 36 △6
　その他 219 210 8
営業利益 413 185 227
営業外収益 2 5 △2
営業外費用 1 0 0
経常利益 414 190 224
特別損失 – 80 △80
税金等調整前四半期純利益 414 109 305
　法人税、住民税及び事業税 6 10 △4
　法人税等調整額 △49 △52 2
四半期純利益 457 151 306

1株当たり四半期純利益 14.82円 4.50円

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

当第2四半期
累計

2013年2月期

前第2四半期
累計

2012年2月期
前年同期比

営業活動によるキャッシュ・フロー 354 301 52
投資活動によるキャッシュ・フロー △56 △31 △25
　フリー・キャッシュ・フロー 298 270 27
財務活動によるキャッシュ・フロー △294 △0 △294
現金及び現金同等物の増減額 3 270 △267
現金及び現金同等物の期首残高 2,265 1,695
現金及び現金同等物の四半期末残高 2,268 1,965

四半期連結貸借対照表 （単位：百万円）

当第2四半期末
2012年8月末

前期末
2012年2月末 前期末比

資産の部
　流動資産 3,001 2,948 53

　　現金及び預金 2,268 2,265 3

　　受取手形及び売掛金 465 488 △22

　　その他 267 195 71

　　貸倒引当金 △0 △1 0

　固定資産 784 847 △62

　　有形固定資産 644 663 △19

　　　建物及び構築物（純額） 167 177 △10

　　　土地 444 444 –

　　　その他（純額） 33 42 △9

　　無形固定資産 75 86 △10

　　　ソフトウェア 64 75 △10

　　　その他 10 10 △0

　　投資その他の資産 64 97 △32

　　　敷金及び保証金 41 46 △4

　　　その他 25 53 △28

　　　貸倒引当金 △2 △3 0

　資産合計 3,785 3,795 △9

負債の部
　流動負債 447 619 △171

　　未払金 271 354 △82

　　賞与引当金 103 131 △28

　　その他 72 133 △60

　負債合計 447 619 △171

純資産の部
　株主資本 3,338 3,176 162

　　資本金 455 455 –

　　資本剰余金 540 540 –

　　利益剰余金 2,671 2,309 362

　　自己株式 △329 △129 △199

　純資産合計 3,338 3,176 162

　負債純資産合計 3,785 3,795 △9

　1株当たり純資産 109.73円 99.45円
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株式状況 （2012年8月31日現在）

大株主 （上位10名）

株主名 持株数（株） 議決権比率

満井義政 12,427,400 40.85%

公益財団法人就職支援財団 1,300,000 4.27%

大阪証券金融株式会社 512,100 1.68%

株式会社静岡銀行 432,000 1.42%

メロン バンク エヌエー アズ  
エージェント フォー イッツ  
クライアント メロン オムニバス 
ユーエス ペンション

398,100 1.30%

モルガンスタンレーアンド 
カンパニーインターナショナル 
ピーエルシー

266,600 0.87%

アルバイトタイムス従業員持株会 261,100 0.85%

静岡キャピタル株式会社 252,000 0.82%

株式会社SBI証券 249,100 0.81%

垣内康晴 246,700 0.81%

会社概要 （2012年8月31日現在）

会社名
株式会社アルバイトタイムス

本社
東京都千代田区神田須田町1-24
アイセ神田ビル4F

設立
1973年10月29日

資本金
4億5,599万円

従業員数
連結117名、単体101名
（正社員のみ）

役員
代表取締役社長 垣内　康晴
取締役 堀田　欣弘
取締役 竹内　一浩
取締役 木幡　仁一
常勤監査役 杉本　雄二
社外監査役 清水　久員
社外監査役 重泉　良徳

事業拠点
東京、沼津、静岡、浜松、名古屋

IR窓口
経営企画部
TEL：03-3254-2503
E-MAIL：ir@atimes.co.jp

グループ企業
株式会社リンク フリーペーパー取次事業

主な事業内容
無料求人情報誌
『DOMO（ドーモ）』の編集・発行

求人情報サイト
『DOMO NET（ドーモネット）』の運営
（http://domonet.jp/）
『JOB（ジョブ）』の運営
（http://job.atimes.co.jp/）

5,000株未満
15.6%

5,000株以上
10,000株未満
5.1%

10,000株以上
50,000株未満
11.7%

50,000株以上
67.6%

（注）自社名義株式（3,213,875株）については「個人・その他」に含めております。

所有株数別
分布状況

33,637,249株

金融機関
3.2%

証券会社
3.3%

事業会社・ 
その他法人
6.2%

外国法人等
3.2%

個人・その他
84.1%

所有者別
分布状況

33,637,249株

発行可能株式総数 136,700,000株
発行済株式総数 33,637,249株
株主数 8,044名

（注） 自社名義株式（3,213,875株）については上記大株主か
ら除いております。



IRインフォメーション

事業年度 毎年3月1日から翌年2月末日まで

定時株主総会 毎年5月中

期末配当基準日 2月末日

1単元の株式数 100株

株主名簿管理人 〒100-0005　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特別口座の 
口座管理機関

〒100-0005　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先
（電話照会先）

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っ
ております。

公告方法 電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
行うことができない場合の公告は、日本経済新聞に掲載いたします。
電子公告先：当社ホームページ（http://www.atimes.co.jp）

●住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先
について

 株主さまの口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設さ
れました株主さまは、特別口座の口座管理機関であ
る三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

●未払配当金の支払いについて
 株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社
にお申出ください。

株主メモ

ホームページ及びメールマガジンのご案内
アルバイトタイムスは、プレスリリースや決算発表資料などを公表後すみやか
に自社ホームページに掲載しています。
　また、プレスリリースや決算発表資料などIR情報、ホームページの更新情
報をお知らせするメールマガジンを配信しています。
　メールアドレスのみで登録できますので、ぜひこちらも併せてご利用くだ
さい。

〒101-0041　東京都千代田区神田須田町1-24　アイセ神田ビル4F　TEL：03-3254-2501

htt p://www.at imes.co. jp


